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シリーズ 「看取りについて考える」➁～病院の立場から 
医療法人澤山会 手稲病院 精神科診療部長 菅原 康文 （賛助会員） 

 

当院の認知症対応病棟には、興奮が強い方や幻覚・妄想に行動が

左右されてしまう認知症の方が多く入院されています。 

多くの方は急性期病棟で治療し、３ヶ月以内に自宅や介護施設に

戻られるのですが、長期的な治療が必要な方が一部おられます。そ

の大半は認知症が進行し、ご自身の状態がわからなくなっている

ため、ご家族の方を交えて治療の方針を決めています。 

糖尿病や高血圧症など身体合併症がある方も多く、その治療は

並行して行いますが、認知症が進行してくると、徐々に体力が落ち、免疫力が低下し、飲み込みも悪

くなり、「誤嚥性肺炎」を起こしやすくなります。誤嚥性肺炎を起こすと、絶飲食の上、点滴で水分と

栄養を補充し、抗生剤で治療します。1週間程度で改善することが多いのですが、点滴では十分な栄

養が取れず、安静が必要になるため、栄養や筋力の低下が起き、肺炎が再発しやすくなるという悪

循環になります。 

そこでご本人の負担になる対応をどこまで行うか、どの時点でその対応を止めるかということを

検討します。例えば経鼻経管栄養や点滴は、それ自体違和感がある処置ですが、自分で管を抜かな

い様に、最小限の時間、体を車いすやベッドに固定して行うこともあります。 

終末期には血圧が低下し、最後に心臓が停止しますが、そこで心臓マッサージ、バッグによる呼吸

補助の対応をするかどうかも、ご家族と話し合って決めます。 

最近は「経管栄養はやめてほしい」「終末期の蘇生処置は行わず、看取って欲しい」とご希望される

方が多くなっており、事前に看取りについてお考えになっている方が増えていることを実感してい

ます。 

大事な方に何をどこまで行うのかを決めることは、とても重圧のかかることです。少しでも元気

に長く生きてほしいと思うのは普通のことですが、ある治療を行わない決断が、寿命を短くするの

ではないかと不安に思われる方も多いです。 

「病院でできることを全てして下さい、人工呼吸とか、輸血とか、電気ショックとか・・」とおっしゃ

る方もおります。その場合は対応可能な医療施設への転院なども検討しますが、話し合いを続けて

いくうちに、「ご本人の望むこと」と「自分自身の不安や責任、罪悪感を減らすこと」の違いに気づく

方が出てきます。 

ご本人のご希望が事前に確認できていれば話はスムーズですが、それがなくても「本人だったら

どうするだろう」と身近な人が何度も話し合うことで、本人の意思に準じた対応ができると思いま

す。話し合いの途中で意見が変わっていいのです。そのように話し合うことは、「自分だったらどう

しよう」とご自身の今後についても考えてみる、とてもいい機会になると思います。 

 

札幌認知症の人と家族の会 
札幌市中央区北２条西７丁目 かでる２・７ 

北海道ボランティア・市民活動センター内 

電話＆ＦＡＸ ０１１－２８１－２９６９（火・水） 

Email:nagomi@rainbowwin.net 

https://www.sapporo-kazoku.jp/      
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🌼自宅介護への道のり 

妻が土田病院を退院し、娘と共に自宅介護を

始めて半年になります。妻が同病院へ入院した

のは令和５年９月５日、その後一旦は回復退院

しましたが、すぐにまた尿閉を発症し再入院し

ました。１２月に誤嚥性肺炎を発症、徐々に快

方に向かいましたが、この間に手足の拘縮が進

んでしまいまた。２月に入り病院側から➀高熱

を発することもなく１月２８日以降症状は安

定している、➁食事はミキサー食で全面介助が

必要だが点滴なしでも栄養補給は可能、③これ

以上のリハビリを受けても速やかかつ大幅な

改善は望みが薄い、との退院を促す話がありま

した。私は、この時既に自宅で介護したいと心

に決めていました。というのも、約５０年前、

既に寝たきり状態だった私の母に続き父も脳

梗塞で倒れた時、両親に何もしてあげられなか

ったと云う負い目がありました。 

自宅介護のことで「札幌家族の会」に相談し

たところ、大野会長から「奥さんは７４歳とま

だ若い。きっともっと回復するから希望を持っ

て」と励まされました。この先自宅で介護をし

たいと思ったとしても、その時自分に十分な体

力があるだろうか？ また、土田病院での面会

は週１回１５分間のみで、緩和されたとはいえ

他の施設へ行っても同様だろうというのが、主

な要因でした。娘に相談したところ快諾してく

れたので、早速ケアマネジャーに相談して受け

入れ体制を整える一方、土田病院の担当者から

付け焼刃的な介護の訓練を受けました。 

🌼我が家のベッドで「ああ！良かった」 

２月２６日、妻は延べ１７４日に及ぶ入院生

活に耐え、我が家のベッドに横たわったとき 

 

「ああ！良かった」と心底からうれしそうに言

いました。この時、要介護２から要介護５にな

っていました。最初の一ヶ月は、３日無事に過

ごせたら３週間は可能だろう。３週間できたら

後３ヶ月は持つはずだ・・・と自分に暗示をか

けながら夢中で過ごしました。 

🌼デイケア・訪問看護・往診を受けながら 

現在、妻は週３回通所のデイケアサービスを

受け、週２回の訪問看護を受けています。さら

に、週１回の訪問リハビリを受けて、自分の脚

で立つ練習に励んでいます。当初は誤嚥性肺炎

を警戒して、恐る恐るはじめた普通食の摂取で

したが、今ではほとんどの食物は普通食として

可能です。その他に月２回の訪問医の往診を受

けています。尿はバルーンカテーテルで体外へ

排出。便は時折オムツ内に排出するが、主とし

て訪問看護師による浣腸・摘便により対処。入

浴はデイケアサービス時に行う。ミキサー食卒

業後から目に見えて体力が付き幾つかのトラ

ブルはあったものの、夏の暑い季節を何とか乗

り越えました。７月に一年ぶりにＭＲＩ検査を

受けたところ、「海馬の萎縮が更に進行し速い

です。」との診断でした。正直来年はどうなっ

ているのか想像もつきません。 

🌼「高原列車」を陽気に歌う妻とともに 

将来のことは考えないことにしています。た

だ、毎日楽しく過ごせるように気を配っていま

す。妻も私の意を察してかお気に入りの「高原

列車」を陽気に歌ってくれています。ときには

ふと「何にも出来なくてごめんね」と真顔にな

って言う様子を見ると胸の塞ぐ思いをします

が・・・。 

介護体験 『自宅介護を始めて』 
 Ｋ．Ｙ（南区） 
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９月の「つどい」はお休みです 

 

 

 

※１０月の「つどい」は白石区にて１０月２１日（月）に開催予定です。 

 

🌼９０代要介護１の母を介護 同居の息子 

 ２年前に心筋梗塞で入院後、認知症状が出てきま

した。入院で足腰が弱まり、いきなりオムツが必要

に。話したことも食事したことも忘れてしまいまし

た。その時は、長谷川式テストで認知症一歩手前の

診断でした。今は、毎日物が無くなるなど進行して

いると思われます。自分の時間もないので、デイサ

ービス検討中も外で食事をしないので躊躇してい

ます。ショートステイは一度利用しましたが、帰宅

後病院と勘違いし、うまくいきませんでした。 

🌼９０代要介護２の夫を介護 ８０代妻 

 夫のデイサービスですが、やはり最初はうまく

いかなかったです。でも、迎えの職員のうまい対応

や慣れもあり、最近はすんなり行くようになってい

ます。３６５日利用できる小規模多機能居宅介護サ

ービスもあります。本人の情報、好みや趣味とかを

提供することで、うまくサービスに繋がるケースも

多いです。デイだけでなく訪問ヘルパーさんを利用

する方法もありますね。 

🌼９０代父を介護 同居の母と娘 

 前回の西区つどいで皆様からアドバイスをいた

だき、６月から訪問診療始めました。すごくうまく

行っていてとても感謝しています。娘のいうことは

聞かないですが、第三者の意見が入ったこと、２カ

所の通院が統一され、電話での緊急対応や相談もで

きています。これからショートステイなども考えて

いきたいです。  

🌼７０代要支援１の夫を介護 妻 

 多発性脳梗塞と労作性狭心症の夫は、この夏、病

院通いが続き、私も疲れました。認知症も進んで、

自分への依存が増えて格闘中で、余裕がない状況で

す。今は週１回２～３時間のデイサービスや太極拳、

認知症カフェも良さそうです。 

🌼会員から 

 自分ひとりでやるのではなく、自分を支えてくれ

る人を作ることが大切と思います。西区は、認知症

カフェも多く、介護者のつどいなども地区でやって

いますので、ご利用すると良いと思います。 

🌼９０代母を介護 同居の娘 

 最近、要介護１から３になりました。洗い物はで

きるけれど、洗い残しがあり、毎回物がしまい込ま

れてしまいます。やはり、デイサービス週３回、お

風呂に入ってくれるのは助かりますが、毎回行きた

がらず苦戦していて悩んでいます。 

🌼会員から 

 母はデイサービス小規模多機能を利用していま

した。私もそこで働いていましたので、３０分くら

いかかり、お話しながら利用者さんもお連れしたこ

とが何回もありました。デイサービスとは言わない

で、一緒に歌いに行こうとか、お誘いする職員さん

と協力するのがいいかなと思います。 

🌼会員女性から 

 ４年前から、母を介護しましたが、昨年亡くなり

ました。今介護している方のお話を聞くと、後悔と

いうか失敗したかなと、もっとこういうことをして

あげれば良かったかなと思うことがあります。コロ

ナで会えなくなって、認知症が進んでしまったこと

もありました。歌の話が出ましたが、私も一緒に歌

ったことを思い出しました。 

🌼会員から 

歌のお話では、ある方が訪問看護で非常に相性の

良い方がいて、どうやら一緒に歌を歌ってくれてい

るそうです。音楽療法を取り入れているところもあ

ります。介護の職場でも歌の時間になると、童謡を

歌い、穏やかな時間を過ごしているようです。 

８月の「つどい」は８月２０日（火）西区民センターで２２名の参加をいただき開催しました。 

 「ちょこっと学習会」は、東徳洲会病院臨床検査技師の渡邉様より、「検査値のみかた正常値・異常値

って何？」について説明いただきました。血液検査での分析結果は数字で報告されますが、今は大体こ

のくらいの範囲が多いですという意味で、基準値という言葉を使います。これは個人や症状、条件など

により変わりますので、基準値から外れているからと、一喜一憂する必要はありません。過去のデータ

から各自の健康基準値を目安に、その増減状況を少し気にされたら良いですとのことでした。 

その後のいつもの語り合いでの皆さんの発言概要は、以下のとおりです。 

令和６年度 認知症の人を正しく理解する研修会（９月１９日）開催のため、 

９月の「つどい」はお休みします。 
※１０月の「つどい」は白石区にて１０月２１日（月）に開催予定です。 
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事務局だより 
 

今年の夏も暑い日が続きました。 

９月に入り少しずつ過ごしやすくなりましたが、皆さまお変わりなくお過ごしでしょうか？ 

今年も「認知症の人を正しく理解する研修会」を札幌市との共催により実施します。 

役員一同、準備をすすめています。皆さまのお越しをお待ちしています。 
 

🍂令和６年度認知症の人を正しく理解する研修会のご案内 

 なごみ８月号に本研修会ご案内「チラシ」を同封しました。 

お申込みはお済みでしょうか。 

日時：９月１９日(木) １３時～１５時３０分（開場１２：３０） 

会場：札幌エルプラザ３階ホール  定員：３００人 

受付：札幌市コールセンターにて先着順の受付けとなります。 

申込期間：８月１５日から９月１３日までです。 

お誘いあわせのうえ皆様のご参加をお待ちしています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

🍂認知症の日（９月２１日）オレンジライトアップのお知らせ 

９月２１日は「認知症の日」です。札幌市において、認知症に関する関心と正しい理

解を深めていただくため、「さっぽろテレビ塔」と「時計台」の２つの施設を認知症支援

のシンボルカラーである「オレンジ色」にライトアップする予定です。 

時間は日没から２１時３０分の予定。 

🍂入会会員・・・どうぞよろしくお願いします。  

SM さん（南区）、NS さん（白石区）、KR さん（中央区） 

🍂退会会員・・・どうぞお元気で 

KS さん（白石区） 

🍂８月の活動日誌 

５日-手稲区ステップアップ講座講師（下村）、６日-会報「なごみ」発行・役員会、７日-なごみ印刷・発送、８日－手稲区ステップア

ップ講座講師（大内）、２０日－つどい（西区）、２１日—北星学園大学実習生受け入れ、２８日—豊平区ケア友の会講師（田中）、  

２９日—市立札幌みなみの杜高等支援学校認知症サポーターフォローアップ講座講師（大野）・東区ケア友の会協力（安達） 
 

 
 

 

天使のつめきり 

私の弟（７０才）はアルツハイマー型認知症で、足の爪が切れなくて困っていました。 

そんな折、北海道ひまわりの会（北海道若年認知症の人と家族の会）に「天使のつめきり」 

という専門家を紹介していただきました。 

「天使のつめきり」は、介護関係のプロで早速電話をして自宅に来てもらいましたが、弟はやはり

拒否して足も見せてくれませんでした。慣れたデイサービスの場所なら上手く行くかもしれないと、

デイサービス「ライフテラス厚別」に行ってもらいました。始めは拒否して大変だったようですが、ラ

イフテラスのスタッフさん二人の協力があり、隙を見つけて切れたそうです。 

長く伸びた爪で痛くなったり、歩行に問題が生じたら困るなと心配していました。私やデイサービ

ス、皮膚科でも対処出来なかったので、ほっとしました。早速２ヶ月後に予約をお願いしました。 

昨年からの悩みでしたが、対処出来るところが、見つかってとても嬉しいです。   (Ｅ．Ｓ) 

☘ ９月・１０月ミニサロンのお知らせ ☘ 
☘と き：９月１１日（水）・１０月９日（水） 午後１：００～３：００ 

☘ところ：かでる２・７ ２階 ボランティアルーム 

どうぞお越しください。 

ミニサロン以外の日でも、皆さんの来訪をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

井戸端サロン９月 ・・・・仲間からの心にとまる話をご紹介します・・・・ 

～ 


